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あ
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る
事
態
は
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.散
十
九
世
紀
に
人
つ
て
、
工
場
制
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の

制

覇

が
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定
的
と
な
れ
ば
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く
變
つ
.て
來
る
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工
業
め
發
展
、
缽
一
：工
場
内
部
に 

お
け
る
多
く
の
男
女
の
共
同
が
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德
の
蔓
延
に
關
傲
が
あ
づ
た
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多
く
の
街
0.
特
にH

業
都
市
で
は
、.籐
蕾
.
•箱

•綺
子
'
•
.
織

機

•：道
具
で 

v

杯
に
な
る
.た
だ
の
1
間

に

：お
い'て
"
勞a

?
:

は
、
；媵
た
り
働
い
た
り、
.. 

料
理
：を
作
つ
.た
.り
食
事
を
し
だ
り
す
る

…
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…
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'
勞
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衮

の
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、.窓
も
な
く
、
飾
り
も
な
く
、
'
又
戶
ロ
だ
け
か
ら
し
か
光
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が
入
つ
‘て
來
な
.い
、1.

間
の
小
屋
に
過
ぎ
な
い

…
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同
時

，
に
、
偶
々
、
健
康
的
で
、
快
適
な
、
.
し
か
も
大
き
い
綺
麗
な
街
の
な
か
に 

あ
る
多
く
の
家
を
覓
掛
け'る
。
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場
主
.が
い

ぅ

ば

か

り
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者
の
な
か
で
も
、#
に
老
勞
働
者
は
、

:
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…
…
…
…

.，今
日

，

(

一
A 

三
六
年)

、
勞
働
者
.の
住
宅
が
、二
o
年
、
三
〇
年
前
ょ
り.良

,<
.
な

つ

て

い.
 

な
い
こ
と
、.
又
勞
働
者
が
特
に
、
非
常
&

屈
な
狀
羅
に
あ
义
こ
と
を
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.
て

認

め

る
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程
で
あ
り
、
工
場
制
工
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の
本
格
化
と
共
に
、
勞
働
者
の
經
濟
生
活
は
ノ
刦
っ
て
こ
の
よ
う
に
窮
乏 
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ら
な
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れ
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な
ら
な
か
つ
た
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あ
つ
た
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戰
爭
不
況
に
栽
く
産
業
合
理
化
は
大
企
業
の
勞
働
諸
條
件
の
劣
悪
化
，を 

'も
た
ら
し
、
そ
の
影
響
は
日
本
經
濟
機
構
の
最
底
邊
を
形
成
す
る
家
內
勞 

,

働
者
に
必
然
的
に
波
及
す
る
こ
と
は
明
確
な
事
實
で
あ
る
。

.:

併
も
此
の
家
內
勞
働
を
支
柱
と
す
る
種
々
な
る
諸
經
營
が
廣
汎
に
存
在 

.す
る
の
は
如
何
な
る
理
田
に
依
る%■
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
名

「

み
み
ず
經 

營」

と
#

ば
れ
る
も
の
の.殘
存
の
根
據
は
日
本
の
場
合
社# -
經
濟
機
構
に 

組
み
込
ま
れ
て
い
る
農
業
構
造
の
封
建
遺
制
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、、
國 

.
,
家
獨
占
資
本
主
義
の
現
段
階
に
於
け
る
獨
占
資
本
が

 
一
RQ
に
ぬ
い
て
申
ル 

企
業
、
そ
の
最
下
曆
を
な
す
零
細
經
營
を
陶
汰
し
つ
つ
广
他
面
に
於
い
て 

從
罾
！
下
請
の
諸
關
係
を
通
し
て
此
等
の
諸
經
營
，を
利
用
す
る
或
い
は
そ 

.
:
の
塞
底
と
し
て
の
封
建
遺
制
を
利
用
し
、
最
大
限
の
利
潤
を
收
得
す
る
と 

'，
い
う
點
.に
こ
そ
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
諸
點
か
，ら
く
大
麻
經
濟
に
於
け
る
生
產
形
態
-
勞
働
力
の
存 

i
と
の
關
連
の
下
にI

を
規
定
す
る
大
麻
生
產
行
程
に
於
け
る
特 

«

殊
な
封
建
的
農
業
勞
働
ガ
の
著
し
い
蛩
的
過
©
と
、
大
麻
坐
產
の
史
的
發

展
を
展
開
し
、
此
等
を
利
用
す
る
獨
占
資
本
と
の
關
連
を
究
明
す
る
も
の

で
あ
る
。
：
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問
題
の
領
域
に
關
す
る
詳
細
な
硏
究
未
開
拓
の
た
め
概
括
的
な
點
に
關

■ 

す
る
文
献
以
外
は
す
べ
て
實/l
p
^

忙
於
け
る
デ
丨
.^
を
用
.い
.た
。
大
麻 

經
濟
以
史
的
發
展
に
關L
で
は
拙
稿
.「

大
麻
經
濟
に
於
け
る
史
的
發
展.と
' 
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業
資
本
の
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形
態1—
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史
學
第
三
號
に
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開
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れ
て
い.石
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史

的

考

察.
''
.:
 

'

.大
麻
作
'の
展
開
が
.綿
作
普
及
以
後
婷
滯
は
し
允
が
後
進
地
：に
依
つ
て
は 

幾
存
す
る
も
の
が
あ.り
、
殘
存
し？

つ
商
品
經
濟
め
展
開
に
ま
き
込
ま
れ
、
.

一
部
.衣
類
原
料
：と
し
又
漁
網
、
：漁
具
用
網
、
.
.
'
蚊
帳
.の
原
料
と
し
て
使
用
さ 

.れ
た
。
例
え
ば
北
陸
方
面
は
近
江
蚊
帳
の
供
給
地
と
し
$

く

か

ら

知

，
ら
. 

れ
、
.：從
.つ
て
干
觸
な
ど
の'購
入
肥
料
I
有
機
質
肥
料
活
用
に
ょ
る
贜
作
法. 

.が
展
開
さ
れ
る
に
至
：つ
た
。0

 ̂
^ 

:

;

''
%
ご
で
德
川
前
中
期
に
於
い
，て
大
麻
：は
如
何
な
る
地
域
.に
栽
培
さ
れ
て
，
 

い
た
で
あ
ろ
ぅ
か' 
宵

姓

傳

記(

天
和
i
兀
祿a

兴

八
0
年
代)

、
に
ょ
る 

と

「

暖
國
に
は
^

塞̂
國
私
し
て
よ
し
今
上
野&
陸
、
T -
野
信
濃
に
て
作 

る
麻
諸
國
”へ
' 渡
.るJ

と
あ
，り

£

1 
一0
封
建
社
會
の
蹒
の
栽
培
分
相
は
現 

.在
と
變
化
な
い
地
域f
布
を
示
し
で
い
；る0
：そ
と
で
硏
究
め
視
野
を
下
野
， 

國
に
限
定
し
i

川

初

期

が

：
ら*

に̂
か
け
て
領
主
办
商
品
：經
濟
化
に
對
パ 

應
し
つ
つ
、
：.下
か
ら
.の
農
民
の
商
品
經
濟
化
を
分
析
し
な
が
ら' カ
㈱
の

. 

商
品
化
の
具
體
的
特
質
を
浮
彫
し
て
見
ょt
 

;
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そ

在

で

先

づ

大

麻

地

帶

：.の 

典
型
的
都
市
と
じ
て
め
栃
木
町
を
柚
出-1
.、
.そ
の
內
部
構
造
の
漱
|

化

.
大
麻
經
摔
痄
於
け

^

f̂i
力
，の
#
お

^

■

..

を
究
明
す
る
こ
.と
が
、
商
業
資
本
の
特
質
形
態
を
土
地
所
有
と
の
關
迎
の

.

下
に
、
.大
麻
の
商
品
化
の
過
程
に
於
い
て
把
握
す
る
鍵
を
提
供
す
る
も
の

'

で

あ

る
;0
'

..
，

'

• 

.
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先
づ
：F

北
關
觅
に
於
け
る
一.封
建
都
市
の
硏
统J

とT

栃
木
鄕
土
史J, 

:
を

方

法

論

的

に

桡

明

し

，、

”現
1'
の
，マ
，.ー
ー_ュ
論
爭
の
成
架
を
攝
取
し
っ
っ、
.

.
小
臂
業
段
階
の
形
態
と
そ
の
、變
化
の
特
質
を
現
代
的
觀
點
が
ら
分
析
解
明

‘

し
よATN

と
す
る
も
-の
で

あ

る

。■■
;

'
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,
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栃
木
町
に
於
け
る
封
建
社
會
：の
特
權
的
問
屋
層
は
在
方
を
支
配
す
る
領

、一
土
達
の
藏
屋
敷
の
ば
た
ら
き
を
な
し
た
も
の
で
あ
り
、

：

周
邊
の
村
の
名
.主 

,

.は
い
ず
れ
も
、.
毎
年
栃
木
町
年
寄
長#
川
藤
助
に
、
年
寅
米
趴
趴
に
關
す 

-

る
報
街
書
を
提
出
し
て
い
る.こ
と
を
以
て
し
て
も
理
解
さ
れ
る
。
同
時
に 

-
江
戸
の
持
權
商
人
が■
木
町
：の
，顧
主
下
の
前
記
商
人
と
收
納
米
の
處
分
方
.

法
に
關
L
て
打
合
せ
て
い
る
書
狀
が
存
在
し
て
い
る
現
在
、
問
題
の
所
布 

'
.
は
領
主
と
抱
合
し
亡
栃
木
の
特
權
商
人
層
が
江
戶
の
特
權
商
人
に
バ
ッ
ク 

:

，
ア
ッ
.プ
さ
れ
つ
.つ
上
か
ら
商
品
經
濟
を
展
開
し
た
も
：の
で
あ
る
。

(

独
三)

.

•
以
よ
の
上
か
.ら
の
商
品
邂
濟
の
展
開
は
生
と
し
て
生
_

地
代
の
商
品
化

を
中
心
と
.す
る
が
ハ
'
_他
方
此
れ
、に
.對
立
す
る
下
か
ら
の
農
民
層
の
分
解
に 

.

:.
依
る
在
方
胄
入
の
發
生
之̂
_

は
す
で
に
早
く
へ
元
祿
度
差
出㈣)

下
野 

.

の
山
村
、.

鍋
3
.に
於
い
：て
.冲
ら
田
の
肥
料
と
し
て
自
給
肥
料
の
ほ
か
チ
||

.
を
多
量」

に
用
い
て
居
り
、'此
.の
商
品
性
有
機
質
肥
料
を
媒
介
と,1
.
て
廣
汎 

.'
•
.な
農
村
が
商
品
經
濟.に
卷

き

込

ま

れ

，た

の

.で
あ
り
、
そ
の
結
果
前
記
鋼
山

で
抆
多
量
の
廊
で
綿
、
ぅ
る
し
等
靡
出
す
る_
至
つ
た
。.

：

：.；
.

ン
一
此
の
こ
と
：比
又
地
方
都
市
の
形
成
發
展
を
ぅ
な
が
し
、
栃
木
町
の
如
き

.
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率
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ま
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商
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E

の
農
村
浸
透
ば
、i

民
層
.の」

,

. 

■'
.1:;部
を
^

て
在
方
商
入
に.轉

化

卷

：諸

タ
.の
.產
觀
を
取
扱
3

,%
,c>

fe
u

.  

へ
て
。
次
に
そ
の
襄
民
：

〈

在
方
商
人
^
:
の
：
取

极0
た
品
自
钇
示
す̂

牛
擇
、「 

'
梯
、'■
■.柿
、'.
'
'た
.ば
長
へ
ネ
ギ
3
廳

、1
藿

道

具

づ

款

道

真

等'
へ

覉

圍
5
 

.，わ
；た
.今
.て
居
り
、：
：從
づ.て
.革

保

義

ょ

々

笑

俅

に

が

.げ

て

公
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:
木
觀
係
の
商
铒
が
飛
曜
的
に
增
大
し
：て.い
る
。.::
;'

(

註
.四
^
:バ

:■■
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;
か
ょ
ヶ
ぬ
農
民
の
卞
か.ち
の
.商
品
經
濟
化
乾
對
む.、「

頷
主
1

.に
結
合)

:

せ
る

將

觀

人

は

、::
'-'絕

え
ず
此
.れ
を
'ぉ
さ
免
、;'
.;領

主

權

カ

^

:

付

制

限

を
 

ソ
卿
行
じ
た
が
パ
特
に
初‘
中

搜
^
後
期
に
な
を
爵
っ
て̂

所
謂
本
田
畑
：
 

め
麻
作
禁
止
は
墙
大
せ̂
規
物
貢
粗
の
：支
狒
を
珂
能
な.ら

し

め

：る
た
め 

と
、.下
.か
G

-c
>
商
品
經
濟
.の
發
提
に
お
さ
れ
て
解
除
さ
れ
る
：に
蛮
っ
て
い 

.
る
.;
0

特
に
後
者
ぬ
あ
っ
て
は
：
'.
農
民
が
領
主̂

對
抗
し
て
.「

繩

の

び

^

ぶ 

.い
：ぅ
栽
培
を
以
っ

y

答
え
た
.か
，
ぢ

吃

外

な

ら

な

‘い
.
。
.

:

:
1又

~-
»方
農
民
層
の
分
解
は
、_
方
商
人
の
發
坐
と
同
時
ぬ
豪
農
の
手
作'

V

經營をさせ

、
■そ

の

後

に

高

刹
.^
的
性
格
を
有
す
る
新
地'王
層(

！

■■

寄
生
地
由
層)

を
廣
汎
に
生
•み
出
し
、"新
地
主
丄
咼
利
貸
資
本
は
農
民>

0
間

に.. 「

猜
田
貸
.

j 

.と
呼
ぶ
取
51
が
大
_
栽

培

地; ^
行

わ

れ

徵

民

の

夫

部 

分
は
氺
作
人
化
の
コ
ー
：巧
を
迪
る
に
拧
夕
た
々
M

五
y :

他

方

村

方

靈 

主
は
高
利
貸
質
屋
を
營
み
な
が
ら.商
業
資
本
に
轉
化V
、
新
小
作
層
ょ
り 

生
產
物
地
代
を
收
納
し
な
が
ら
、
小
f

2s
c

民
の
農
閑
の
家
內
勞
働
か
ら'作
.
.
. 

り
出
す
種
々
の
製
品(

ロ

ー

ブ

、

芯

痛

)

の

買

占

人

と

な

り

又

原

料

.を

直 

接
配
布
し
、
诌
宅
で.商
業

資

本

の

；
た
'め
_に
働
.か
せ
る
形
態
を
.と
っ
た
。(

註

'

•

'

'

;.
-.,'

.-.1 〇
.0 

:

.(

.八
五
六 

.

.

六)

.

.

て
.
V 

.

.
: 

.:.勿
論
農
民
罾
0.
.分
解
に
よ
る
小
營
業
考
吖
あ
る
も'
0ば
、
自
郎
內
を
改 

.

.•.
'っ
.造
.し
.で
作
業
場
を
作
.っ
.た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
此
：の
小
營
業
段
階
に
於
け 

',
.

:.
る
双̂

マ
ユ

¥

の̂

態
は
1|
1
1
述

の

支

配

猿̂

に
圈
倒
さ
れ
て
發
^

し
な 

: :
- .
•

: -

紅
っ
た
所
に
栃
木
の'特
殊
日
本
的
性
f

擔
っ
そ
い
％

ぺ<
註

.̂

此
の
：
'

:

>;
瓶
狸
的
形
態
と.し
て
下
野
川
原
田
柯
丨
プ
の
坐
成
展
開
：を
あ
げ
る
こ
と
が

..

.
出
來
る
。

〉

川
原
田
口
ー
ブ
は
邀
民
の
竽
工
業
と
し
て
天
正
¥
間
す
で
広
生 

.

產
が
.：行
'わ
，れ
て
.居
り
、
，そ
の
生
產
拔
術
は
純
然
た
る
.F

手
よ
り」

.
で
：あ
っ
'

.

■

た
.と
一
太
ぅ
。
，
此

の

手

エ

業

的

~?
.ー
本
よ
り

」

.

.の
技
術
形
態
に
變
化
を
與
え、

'、
 

r
-H
本
よ
り」

の
.
\

「

ザ
：ク
リ
法」

.

.に
_
化
ず
る
契
機
は
以
上
の
分
析
よ
り
明 

:;:
ら
が
：な
.よ
ぅ
に
束
工
業
段
隙
よ
ゥ
小
營
業
段
階
へ
：の
牠
轉
K
あ
る
と 
一

K

え

： 

る
；で
'あ
ろ
'ぅ
。.
.

(

註
八〕

.

.

.

.

.

-'
::'
-
.
.
.
.
.

.

'

■:
;
單
に
技
術
的
變
化
め
み
で.な
く
、.生
產
形
態
の
發
展
は
、
又
商
品
流
通 

:

:■

を

促

進

せ

し

：
め
.で
い
る
。

：

例
え
ば
同
地
は
文
政
天
保
年
間
荷
繩
細
引
を
大 

.-;

量
に
栃
木
に
出
荷
す
る
と.同
時
に
、.同
品
の
原
料
で
あ
る.繭
.を

賈

付

け

て 

步
く
作
商
人
や
、.農
閑
期
に
貿
#'
げ

て

は

，
ロ

ー

プ

製

造

入

に

賣

渡

す

仲

賈 

.

.
,人
が
發
生
し
て
い
石
。
海
わ
ば
農
閑
娥
世
の
商
人
層
の
大
敖
載
出
に
も
か

か
わ
ら
ず
、.
農
民
層
の
分
解
が
近
代
的
賃
廣
働
渚^
創
出
で
な
く
で
、

封

, 

■，
建
的
再
編
成
で
知
る
所
の
新
地
主
的
土
地
所
有
の
再
生
產
と
結
び
ら
く
高 

:■■
'
-

利
貸
^

問
屋
制
商
業
資
本
の
形
成
離
で
あ
り
、
.そ
の
對
立
物
と
■し
て
の
廣 

汎
な
小
作
層
と
結
合
す
る
資
本
制
家
内
勞
働
强
化
の
特
殊
日
本
型
コ
ー
ス 

.

.

(

っ
ま
り
商
入
が
生.犛
を
掌
握
.す
る
こ
と
に
ょ
っ.て
、
■.

舊
生
產
方
法
を
そ■

の
.ま
ま
^

^
し
つ
つ
事
實
上.の
產
潔
資
本
家
と.な

る

と

.
い

う
a ；
囘

的

な1

か
ら
の
保
守
的
デ
ー
ス
：
V

の
具
體
的
な
展
開
と
し
'て
理
解
し
得
る
所
で
あ

.

.る
。(

詫
九)

.

'：
. 

:
!
:
.'
;

v
.

■:
.
:
:
:

此
等
を
指
標
的
に
示
す
な
ら
ば
、
ニ
十
町
步
の
地
區
の
う
ち
自
營
農
民

.

.,  

の
土
地
は
四
町
步
弱
、
.
卽
ち
四
割
%,
の
.農
呙
が
此
處
を
桃
し
、
：他
は
合
戰 

場
宿
、
栃
木
町
、
吹
上
村
な
ど
：

(

現
在
地
名)

の
高
利
貸
の
支
配
す
る
と 

こ
ろ
.で
あ
り
、
他
方
天
保
年
間
の
栃̂
1
網
出
.入

：1
件
書
類
に
.依

る

と

此
.
. 

の
資
本
制
家
內
勢
働
も
す
で
に
栃
木.の
間
屋
制
商
業
資
本
の
衡
屬
化
に
あ-
 

.，つ.た
と
と
；か
記
さ
れ
て
あ
る
。

C

註
十)

... 

:

明
治
維
新
と
.い
う
絕
對
主
義
政
鐵
の
成
立
に
と
も'^
い
、.
明
治
ニ
七
七, 

年
五
日
資
本
金
三
萬
五
汙
圓
に
て
、
栃
木
米
麻
麥
取
引
所
が
設
立
さ
れ
た 

,

の

は

米

穀
.麻
類
が
栃
木
驛
ょ
り
の
轍
出
物
資.の

.■七
〇
涔
を
占
め
、-
K
_ 

.  

.

の
作
付
.の
如
何
が
重
大
な
影
響̂
及
ぽ
す
に
至
.つ
た
結
果
で
あ
る
。
此

の
. 

ょ
う
な
流
通
市
場
の
擴
大
深
化
に
と
も
な
い
、
：生
產
形
態
に

'%
著
し
.い
.變 

'化
が
現
わ
れ
た
。
：例
え
ば
芯
繩
の
如
き
は
、
：明
治
こ
十
、三
年
麻
問
屋
井
岡 

.

伊
平
に
.滞
在
中
の
東
京
の
中
西
周
之
助
と
店
員
武
田
一
め
共
同
事
業
と

し
：：

.

て

，起

さ

れ

た

が

、

東

京

''
'
關
西
の
獨
占
問
屋
層
尤
結
合
す
る
.、
栃
木
の
特
へ 

權
化
名
れ
た
問
屋
層
の
猛
烈
な
反
對
に
あ
つ
た
が
.、
，
.一
時
的
に
は
經
和
田
て 

城
内
'に
.か
け
て
、
廣
汎
に
マ“一：

ュ
の
^

芽
形
態
が
出
現
す
る
に
系
つ
た。，
：
. 

現
莅
當
時
の
.芯
挪
器
具
^
幼
稚
な
.手
エ
技
術
的
勞
働
手
段>
.

が
發
見
さ
れ：
。

. 

る
の
み
.で
な
•く
、「

な
い
.る」

1

心
攏
賃
勞
働
者
の
一
:作
業
場
へ
集
中
さ
れ 

~た
點
か
ら
も
ょ-<
:
理
解
洛
れ
る
所
で
あ̂

齡

.十

.
ー
>
:.

■
.
'■
'
; 
'
,

.
.
.
.併
し
、.何
故
に
此
の
-'
'
マ
一
一
ュ
ノ
の
形
態
が
_

發
展
し
得
な
か
つ
だ
か 

'•
.
は
' 

常
時
日
本
資
本
至
義.の
金
機
構
：の
中
樞
とU
-
て
、.'.絕
體
主
_
政

..

保
護
育
成
；に
ょ
る
殖
產
興
業
政
策
が
具
體
化
さ
れ
て
居
り
、
在
來
產
業
の 

內
部
危
機
.の
進
行
期
に
あ
づ
た
た
め
で
あ
る
。

つ
ま
り
前
述
の
結
合
さ
れ 

た
獨
古
問
屋
層
が
新
し
い
體
制
に
對
應
す
る
た
め
、

.芯
歡
マ
二
ュ
自
■
を 

分
解
さ
..せ
、：

で
：二.ュ
.を
し
てf

心
繩
間
屋
と
し
て
上
昇
轉
化
せ
し
め
る
の
み 

な
ら
ず
獨
占
間
屋
層
と
抱
合
す
る
に
至
各
と
向
時
に
、
.
他
方
糊
木
町
內
の 

芯
繩
賃
勞
働
者
0
^
な
い
子)

.を
し
て
.家
內
勞
働
者
に
^

化
せ
し
め
る
の 

み
な
ら
ず
、.

當
時
進
行
し
つ
つ
あ.つ
.た

半

封

建

的

土

地

所

^

•
■

の

强

化 

發
展
に
ょ
る
、.小
作
層
窮
乏
化
の
反
面
た
る
廣
汎
な
る
家
內
勞
働
の
普
及
.

.

が
以
上
の
諸
變
化
を
促
進
せ
し
め
る
起
動
力
'で
あ
り
、
ィ
ギ
リ
ス
に
於
け.

_る
機
械
制
大
工
業
の
背
後
に
殘
存
し
て
：近
代
マ
ニ
ュ
■
や
近
世
家
內
勞
働
の 

.大
エ
槳
べ
：
の
推
轉
過
程
と
は
^
さ
に
對
酿
的
な
形
態
變
北
こ
そ
が
特
殊
性 

.格
で
あ
り
消
滅
の1

般
性
を
包
.み
な
が
ら
併
も
な
お
殘
存
す
る
と
い
ぅ
特 

•有
の
：形
を
擔
つ
て
い
，义,°
.

.

,

.

、
此
處
に
栃
木
の
大
麻
問
屋.の
存
績
と
そ
の
對
極
と
し
て
の
家
內
■勞
働

者
. 

殘
存
の
理
ff
i

が
'あ
り
，、
眞
岡
木
綿
が
寬
政
か
ら
弘
化
年
間
ま
で
の
約
五
十 

'
年
隆
盛
を
極
め
一
時
風
利
織
場
に
多
量
の
綿
糸
を
販
寶
し
、
又
江
戶
問
屋 

層
上
結
合
す
る
眞
岡
町
杓
の
株
仲
間
.の
間
屋
層
の
み
で
な
く
在
方
商
人
め 

'.
-發
生
を
促
し
な
が
ら
商
業
資
本
の
成
立
の
み
で
.足
科
の
マ

 

ュ
の
供
給
地
. 

と
綿
糸
の
江
戶
輸
送
で
終
り
、
後
：に
雜
新
と
同
時
に
外
綿
の
徽
入
に
ょ
つ 

X
衰
頹
の
過
程
を
迪.つ
た
と
の
特
徵
的
相
異
點
を
見
出
す
。

(

註
十
二)

-
唯
足
利
附
近
の
三
和
村
の
如
く
甚
本
的
に
は
矢
張
り
商
業
資
本
が

r

ニ 

ュ
經
營
の
蕻
業
讓'に
轉
化
し
つ
つ.も
栃
ボ
の
如
く
商
業I

が
封
建
；

g

_
 

土
地
關
係
と
密
接
に
緒
合
す
る
こ
と
な
く
、
德
川
中
期
以
後
農
民
層
の
中

. 

.

.

/

'
1
.

G
1
.
:(

八
五
七)

大
麻
經
濟
.
£於
け
る
勞
働
カ
吵
祁
在.形
態

：



■
: 

:
,
.
:'
:
三
由
學
會
雜
認

':
'
第
鸱
十
六
卷

.

.第
十
铖

.

■-
'-
:

.
ン

'•'
 
■ 

' '
 
. 

• 

.

.

. 

:
に
：'

(

本
苗
姓)」

獨
立
自
營
農
化
せ
ん
と■も
の
：か
そ
の
副
業
とU，
て
徵
物
处 

營
み
、

： c

市
.日
に
少
辕
の
織
物
を
背
負
つ
て
洞
生
、
.足
利
に
跖
か
け
そ
こ
の
：
 

.絹
市
で
織
物
を
賈
次
に
販
貴
し
、：
絲

市

で

懸

：を
賈
い

.人
れ
て
歸
5 -
資 

木
制
家
杓
勞
猶
又
は.マ'.
-
ュ
な
：ど
樣

<々0
;
類
型
.が

平

拧

し

て.#
在

し

て

い 

.た

.。.(

能
十
；

H
I

)
從
つ
て
產
槳
苹
命
の
轉
麗
に
於
い
て
、
此
：

の..

ょ
ぅ
に 

高
い
生
產
段
階
に
到
達
し
て
い
た
桐
生
、
足
利
は
い
ぢ
早
く
外
來
の
原
料

. 

を
用
1'
\
て
近
代
マ
ニ
ュ
に
推
轉
し
，た
。

(

註
十
四y

 

:
.

以
上
を
總
括
す
れ
ば
封
建
的
生
產
樣
式
解
體
の
中
か
ら
獨
立
の
農
民
層

■
 

が
初
期
マ
，

n

ュ
を
形
成
し
、
そ
れ
を
本
來
的

：

マ
ニ 

.ュ.に
®

子
る
下
か
ら 

の
革
新
的
コ

ー

ス
：が
、
封
建
的
土
地
所
有
の
再
編
成
と
緒
合
す
る
特
權
商

. 

業
資
本
め
上
か
ら
の
保
守
的

n  i
x

.  

C

そ
れ
に
對
膨
す
る
資
本
制
家
內
勞 

働
'の
普
及
展
開)

に
壓
服
せ
ら
れ
な
が
ら
進
化
す
る
そ
の
推
轉
の
，諸
形
態
，，
 

の
內
部
構
成'
!
丨
@
眞
岡
の
塲
合
、
.：在
方
商
人
の
發
生
を
觅
な
が
ら
後
者 

に
ょ
づ
て
金
然i

マ
ニ
.
ユ
を
展
開
し
得
ず
ノ.獨
占
特
權
商
業
資
本

(

勿 

論
封
建
的
ハ
土
地
所
有
と
結
合

)

に
：完
逢
に
抱4

ロ
す
る
形
態
.
..(
B
)渠
の

墙
 

合
、
在
方
商
人
の
一
部u

i

マ」

一
十
な
り
或
い
は
本
來
マ
-
ュ
の
萠
萊 

を
見
、

一
時
的
に
後
者
と
對
立
す
る
が
漸
次
.解
髖
結
合
す
.る
形
態-
i

 

生
特
に
足
利
の
場
合
、
後
者
の
コ
ー
ス
^

封
建
的
土
地
所
有
と
の
結
合
が 

極
め
て
弱
く
併
も
前
者
の
農
民
層
出
身
の
織
屋

(

I

百

姓

機

屋

)

.

.
が

初

期 

マ
ュ
ュ
な
り
ホ
が
的
マ
ュ

.r

{形
成
の
原
動
力
を
も
ち
後
者
は
前
者
を
抱
贪 

.す
る
の
で
な
し
.そ
の
难
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
發 

展
す
る
形
態
。——

こ
‘そ
解
明
の
鍵
を
な
す
で.あ
ろ
ぅ
。

.

(

胜

一
)

古

岛

敏

縱

日

本

農

業

技

術

史

，
四
.六
三

頁

，

:

.

 ̂

 ̂

i

:
 

S
八)

ノ

,

§

)

:;
:

'

"-'
:

'.
日

本

經

濟

大

典

三

十

ニ

卷

ノ

六

西

六

贫
 

xt t
-

l
o
.v-
日
向
導
德
久

.北
■關
東
に
於
：け
る
，f

钟
建
都
市
の
：研
究 

パ
沉
丰
頁

’.

y

•

.

''
.
.
.
ム
 

:(

胜
四)

ク

.ダ

.

V
ク

. 

-

ダ
八
三
頁

 

(

註
五)

. .
-

:

粝
木
鄕
土

.史

.：
三

-0
.ニ
頁 

(

註
六)

:

'

ダ

-
.

f

:

三
〇
ニ

頁

.

牛

尾

眞

造

中

小

企

業

論

二

三

.五
頁 

' 
• 

(

註

.七)

.

厂 

'
.
栃
木
鄕
土
史

'
三
Q
二

見

,:
. 

'

(

驻
八)

堀

江

:苑

一

封
建
社

#
に
於
.け
る
资
本
の
存
在
形
態
：

■ 

..

--J
1

八

頁

へ

•
.■

(

驻
九y

堀

江

.：英
'1.:

日
本
の
マ

-

1

ュ
フ
ァ
ク
チ
ア
問
題

A 

0
1

-
A 

i
 

- 

- 

\ .
 

. 

.

. 

- 

•

(

註
一
〇

)

：

. 

栃
木
鄕
土
史
三
〇
九
頁
へ

.

(

註
：一
一)

.矾
究

集

■栃
木

の

商

業.

' 

•.

.'C.

註

ニ

-—
*)

，
 

'

.

•
捕
土
史
眞
岡
木
綿
の
卷
四

1
5
 

.鎌|

淸I
P
.

明
洛
染
織
經
濟
史
四
八
七
頁

_

'

(

註
一
三)

菊
地

.
'武
幸
下
野
史
學
第
ニ

.號

(

三
和
村
の
織
物
業)

■
'

■,

-
へ

五
.ニ 
頁

.

,

,

(

註
一
四

.
V尾
域
太
郎
丸
_

明
治
初
年
の
琥
產
政
策
と
狂
來
雍
業 

•.

.へ
三
田
學
會
雜
誌
十
五
卷
第
六
號
•

(
附
註
ー)

そ
の
他

■掘
木
に
關
聯
あ
る
、
特
に
商
業
日
本
に
關
聯
あ
る 

.

■も
.の
は
、
野
村
兼

.太
I郎
維
新
前
後

.一
〇
五
頁

.

(

附
註一
一)
.

本
節
は
：後
に
綴
く
大
廒
總
濟
の
諸
問
題_

_

特

に
.封
痤
遺

.彻
の

.下
に
於
け
る
農
業

.勞
働(

大
麻〉

と
そ
.れ
に
規

.足
せ
ら
：れ
る
生 

■

靡
諸
形

.態
1

-解
明
，の

.一
前
.提
と

1.
て
股
開
：し
た
も
办
で
、.
大
部
分 

ぐ
は
特
に
後
中
を
除
い
て
下
：野
史
：學
第
三
號
揭
載
の
も

.の
で

あ

る

：
が

.
そ 

_
れ
と
同
時
に
マ

.
_
r
ュ
.諭
爭
を
ょ

y
具
體
化
し
、
現
下
の
中
小
零
細
企 

業
勞
働
問
題——

.そ
れ
は
相
對
的
過
剩
分
と
結
合

.し
て
い
'&■
が~——

_

.
の
'原
載
形
態
を
深
く
把
握
し
ょ
ぅ
と
す
石一

試
；̂

の
意
義
を
も
つ
て 

.

.
,
Wる
。
.從
づ
て
問
題
の
迦
論
的
解
明
と
そ
の
具
體
的
把
握
，は
今
後
の

'■
課
題
で
あ
ゲ
。

：

. 

.

.

.■:
'

.

.

.
•
. 

. 

* 

. 

• 

■ 

•
.
.
- 

- 

' 

. 

:

..
>

1

ニ
'
大

麻

の

.
生

產

過

程

'

■
'

_

'.
'

;

:

:
 
/ 

-
 

■
 

.
 

.
 

•

:

大
麻
の
生
產
過
程
は
栽
證
働
過
择
と
、
調
整
過
程
に
ニ
.分
割
さ
れ
'
 

先
づ
栽
培
勞
働
過
程
は
潸
通
の
米
麥
の
生
產
諸
行
程
と
變
り
な
く
、

」

整
地 

。
行
程
、
播
種
行
程
、
管
理
行
程
ぺ0
間
引
身
、®
氓
耕
除
草
、®
被
害
除)  

と
收
獲
行
程
の
四
行
程
を
内
包
し
て
い
；る
。

(

註

■

)

、
パ 

.
:
後
表
の
場
合
は
、.M
繩
め
原
料
に
fe
る
糈
麻
と
、
.鹽
糸
ノ
 ロ

.：

丨
プ
.
.に
：な 

る
皮
麻
之
で
は
諸
行
程
に-'
^
傾
が
あ
り
、
，i

坐
產
の
諸
行
程
は
湯
浸 

I:
、：

乾

燥
.:
.
'
洗
滌
、
醱
酵
、
剝
皮
、
繭
挽
等
あ
り
、
：皮
麻
め
時
谈
湯
浸
し

、
. 

剝
皮
.の

ニ

行

褂

良

過

ぎ

な

い

.
。
：

■

.
:

此

處

：に

於

い.て
特
徴
的
な
：事
は
後
者
の.諸
過
程
が
著
し
く
細
分
化
さ
れ' 

て
居
り
、.諸
外
國
に
於
い
て
採
用
さ
れ
て.い
る
浸
水
法
、
製
織
法
の

11

大 

方
法
上
ま
り
前
期
的
で
あ
る㈱
で

あ

る

。
：
例

え

ば
-^
水
法
0
ぅ
ち
の
化
學 

.
的

浸

水

法

に

ょ

る

純

化

學

的

方

法

や

、
：：
製

_

法

亿

ょ

る

機

械

製

麻

法

の

ギ

ぅ
な
物
理
的
方
法
が
採
用
さ
れ̂
い
な
い
點
で
あ
る
。
：：

(

誰

5

'
.
:

■-
 

- 

.

■.'; 

- 

- 
i
■
‘ 

.

.

.

大
麻
經
濟
に
於
け
る
妒
働
力
の#:
在

形

態

，

.

,■

:■
:

第I

の
湯
浸
し
行
程
ば
俗
に.：「

む
す」

.と
天
わ
れ
、
收
獲
し
た
日
に
行 

ぅ
。'
勞
_
手
段
と
し
て
橫
釜
が
以
前
の
縦
釜
に
代
っ
て
規
在
普
遙
的
に
使 

'  

.用
さ
れ
、
沸
騰
し'た
：

1

番

湯

、
：
1
ー
潘
湯
が
此
の
釜
で
行
わ
れ
、，
通
常
抜
き 

.

.取
っ
た
日
は
大
部
分
徹
夜
の
勞
働
が
行
わ
れ
て
い
る
。

■

■「

‘

第
二
、
第
三
め
！

p

洗
滌
：のU

行
程
ば
簡
單
で
は
あ
る
が
.洗
滌
の
場
合 

河
棒
の
.位
置
.と
浸
水
の
瘍
所
の
選
定
の
た
め
夜
年
か
ら
蓮
搬
し
な
か
れ
ば 

'
な
ら
な
い
事
が
多
い？
：
-.:
■

-

第
四
の
醱
酸
行
歡
！
嚮
蒸
作
用
.は
前
段
階
の
洗
滌
し
た
麻
を
貯
藏
し
た 

•
，'後
抒
ぅ
も
の
で
あ
っ
て
、
麻
精
製
の
た
め
不
.可
缺
の
要
素
で•あ
る
。
俗
に 

.「

ネ
カ
ス」

と1-K

ぅ
此
の
行
程
は
單
純
な
勞
働
手
段
道
具
し
：•と

し

て

蒸
麻 

.

，.
と
麻
舟c

水
漕y

を
用
い
る
が
：蒸
床
の
證
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
濕 

•度
や
溫
度
に
對
し
て
原
始
的
觸
感
に
ょ
る
綿
密
且
っ
過
大
な
夜
間
の
監
視 

‘

.勞
働
を
投
入
し.っ
づ
'構
成
さ
れ
て
い.る
.も
の
で
あ
る
。
' 

.

.次
の
剝
皮
行
程
は
單
に

&

を
剝
ぐ
完
全
な
裸
手
勞
働
で■.あ
り
、
最
後
の
. 

麻
配
行
程
と
そ
全
過
程
の
中
樞
で
あ
っ
て
、
剝
皮
し
た
も
の
を
流
水
又
は 

.

，
盥
に
入
れ
全
部
濕
め
る
の
を
待
っ
て
麻
挽
箱
に
.入
れ
て
挽
く
。
此
の
行
程 

' 

.

k
完
全
に
屋
內
作
業
：で
あ
り
、
大
部
分
婦
人
少
年
に
依
存
す
石
？
そ
の
上 

莧
大
た
勞
働
を
投
下
し
他
の
米
麥
の
調
整
と
は
著
る
し
く
異
.っ
た
樣
相
を 

.
.器
す
る 
0

'.
.

:

.
 

.

.,

こ 

(

註
.一)

.實
驗
麻
類
.栽
培
糖
義
ゝ
原
.靜(

ニ
九
三—

ニ
九
四
頁) 

'
■
'(

独
.ニ
. 

V

グ
' 

V 

ク
.：.

.

.

(1

1七
九
丄
ー
.八
三
頁)

.
.
C

註)

..
：
そ
：の
#
參
考
文
献

.

■エ
藝
農
作
物
耕'@
耍
網(

上
>
.
縣
立
農
事
試
驗
場

:

ー
0

三

• 

C

A五
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箏 3 表吹上村六麻'勞働投下量 第 2 表下都賀郡大麻勞働投下量

耕起及び.
整 . 地 7 A 湯 浸 し  

乾 燥
' 2 人

播 m 1 ク
選莖結束 
堆積醸酵

4 0

.輝肥覆土 3 ク 麻剝き 6 グ

間 レ 引 3 グ 麻 视 ’き 26ク

中執•除草 3 ク 乾燥結束 
荷 造 V

. .4ク

被害防除 ■ a グ

收 獲 8 ク 合 計 70ク

耕 : 起 2,0日 擤機燦 2.0日

地ならし 3.8/ 大樹(稹 
み 重 ね ）

2.5 v'

M ； 種、 3.8> 蹄 取 #^ 18.0 r

::除 亨 1.0グ k ' m 22.0 9

申 ； :耕 ；2.0 ̂ :管 理 :3.0 グ

間 引 2.0) 結 束 荷  
造 V 1.0,

抜 取リ
10.5^ 計 68.6>

備 考 .吹上村農協野況技師算出 備考筆者鉻出

第！•表栃木縣大疏勞働投下鼙 :

( 反當所耍勞働量）

總 /]'

以
上
調

結

束

荷

造

麻剝堆

m

酸

溫

及

小
計

以
上
栽

收

防

中

除

m 施

肥

並

覆

m
本

刚

整

稱

，計 整
挽皮酵m 培

籀除草引土 地
別
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農
事
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驗
勸 

.

.

.
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-
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野
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;
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、

,
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.
-
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舊

：
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勞
働
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諸

問

^

-
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:
：

■
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,
: 

V

'
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.
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.'■
'

.

.

'

/
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.
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■
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ノ
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■

..
-
、
.
.
.
■
,
、
'
'
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' 

.

.

.

へ.

. .
: 

'
今
迄
三
ヽ
挺
於
い
て
大
麻
め
生̂
^
程
を
分
析
し
た
が
、

「

分
析
視
角
が
：
 

極
，めV

平

衡

的

：
で

あ
.ヴ
實
態
.把
握
：の.深
化
の
出
發
點
に.
^
か
過
ぎ
な
か̂
 

た
？
此
處
で
呔
勞
猶
カ
構
成
を
多
面
的
に
究
明
1>
ょ
ぅ
。
：先
づ
大
麻
栽
培 

の
'日
本
に
贬
け
る
胜9
;的
地
域
と
し
て
の
栃
木
縣
の
大
麻
生
產
行
程
の
勞 

Y
働
力
の
a

的
投
下
：の
醫
を
分
析
す
る
と
次
表
の
第
.
一
表
か
^-
-
第1

1
表
に，■

S
M 
0

ft  

高
.

0
^
-
- 

強
#

:

為
‘
強

垚
.

0 

V-
X 

持 

凑
強
癌

.

.(

八
六
0)

く
至
る
よ
ぅ
な
結
梁
が 

'
.
得

ら

れ

る

'0
.

;'
■

全

過

程

の

勞

働

投
 

下

量

は

大

體

，七

◦

人 

:
:を
必
要
と
.す
る
。併

"' 

し
な
が
ら
以
上
の
特 

徵
的
な
點
を
耍
約
す 

，
る

之

第

二

に

、
.栽

培

.
行

程

ょ

り

麗

行

程

'の
，方
が
倍
に
も
及
ぶ' 

過
大
な
勞
カ
を
投
下 

.

.す
る
こ
'>
-
.で
あ
り
.
、
.

•■
そ
の
主
要
な
理
tf
{
は 

.
調
整
行
程
の
機
械
化 

V
.

が
全
然
な
さ
れ
て
い 

.な

.い

.こ
'と
か
ら
來 

る
。
.

.

第

二

に

'

奋

行

程 

に
於
い
て
、
勞
働
投 

.

T -
量
の
多
い
の
は
愍 

地
、
收
撻
、
剝
皮
、

麻
挽
き
で
あ
っ
て
、

前
一
一
者
は
日
本
農
業

W

大
麻
經
濟
私
於
げ
る
勞
働
カ
の
存
在
形
態
、

<r>

>— •

じ

T 

o五

(

八
六
一
.

)

.

ベ 
&：益

vi



第 5表 反 當 所 要 農 家 勞 勸 满 大 _ 力 の 比 較 表

\ 月

作 物
1 2 8 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

稻 - .--
A

0.8 2.0 B.« 4.6 2.0 0.3 B.O 3.3 0.8 20.1

. 麥 . 2.2 1.8 0,8 1.6 0.3 2.7 2.7 ■ 1.9 s.i 1.1 18.3

卄 ' - 藷 —— —— —— 1.5 2.6 4.0 2.0 1.0 1.0 4.5 5.5 • —— 22

野 . 菜 -*- ― ― 2.3 4.8 2.3 2.2 6.0 6.6 , 8.0 9.8 5.8 48.3

そ の . 他 - •― -;- 6.5 20.0 12.5 11.6 2.6 8.7 1.0 7.5 0.5 70.9

. 太 . 麻 ― — 3.0 2.7 3.4 24 15.7 13.9 13.1 9.4 7.0
'

3.0 73.6

計 2.2 1.8 3.8 14.8 33.0 27.7 38.8
'

26.0 29.7 27.8 36,9

,

11.2 263/2

金體に對する 
大 廊 の 比 率

0 0 0.79 0.18 0.10 0.09 0.40 0.66 0,44 0.34 0.02 0.26 0.29

備考’栃木縣南地方纸龙箅出

,-
勞
働
に
特
有
な
現
象
で
あ
る
が
、；
後
者
も
又
手
勞
働
に
ょ
る
結
采
と

.見
做
‘
.
，

7
.̂
' 

V,

最
後
に
、.
栽
培
行
程
'の
場
合
男
女
の
勞
働
投
下
比
率
は
ほ
ぽ
等
し
い
に
.:■
, 

.
も
枸
!0
'
ず
？
調
整
行
程
：に
於
い
て
婦
人
勞
働
が
壓
倒
的
に
多
い
の
は
麻
挽

.
■

' 

.
き
が
法
と
0

て
婦
人
の
廢
內
作
業
に
依
存
す
る
こ
：と
：か
：ら
示
さ
れ
る
も
の

.

.

. 

で
あ
る
。

：

..

■

■■
.':
..
:v
..
 

:

"

'
■■
■'
■

•.
ト 

:以
上
の
例
は
圭
と
し
て
|
^
換
算
で
あ
つ
そ
皮
麻
の
場
合
は
德
計
四
〇

.
, 

人
.'で
あ
る
。.又
時
と
し
て
風
害
或
い
は
氆
害
等
に
尨
い
て
倒
伏
大
麻
の
起

：

:  

'.立
作
業
勞
力
は
反
當
ニ
〇
人
の
勞
働
ガ
を
必
耍
と
し
、
,
總
投
下
量
は
飛
躍 

•

的
に
增
加
す
る
。
.li
b

の
事
は
極
め'て
屢
々
起
る
こ.と
で
•あ
る
。
 

; 

.

、：

次
に
商
品
性
作
物
と
し.て
.の
米
麥
、'大
麻
、
.
煙
草
の
年
間
勞
働
配
分
を 

.

坐
產
行
程
に
從
つ
て
棒
グ
テ
フ
化
し
た
も
の
を
次
の
表
に
示
そ
ぅ

。
:
.
,/
:

.

此
れ
に
ょ
つ
て
明
確
な
こ

ど
は
作
業
勞
働
時
間
の
領
位
が
六
三
三
時
間
.

：

:

(

大
麻)

、
四
八
ニ
時
間(

煙
寧)

、
ニ1

1
1

時

間C

水
稻)

、
'，
九

五

時

間

(

赉

、
 

'
類)

と
な
り
、
大
麻
の
勞
働
時
間
は
驚
異
的
：に
多
く
、

.半
封
建
的
日
本
農：

... 

業
勞
働
の
裸
手
過
重
勞
働
の
典
型
と
考
え
ら
れ
て
.い
る

水

稻

の

一

一
f

倍

以

上)
■ 

と
い
ぅ
結
架
が
出
て
い
る
。.大
麻
、：
煙
草
、.水
稻
/(

或

い

は

議)

の
.

1
一一
 

.

.表
結
合
の
特
殊
地
帶
の
勞
働
力
の
收
奪
と
そ
の
■苦
汗
性
の
切
實
さ
が
此
の

•
.

:

統
計
表
に
鐘
的
に
現
象
し
て
い.る
。

:.
'

.:
'
_

.

又j<

麻
勞
働
は
七
、.八
、
九
月
が
最
盛
期
で
あ
る
た
め
結
含
繁
忙
期
を 

過
ぎ
た
九
月
に
ピI
ク
を
迎
え
.る
關
係
上
、.年
間
勞
働
が
相
對
的
に
.年
均 

.
化
さ
れ
る
傾
向
に
•あ
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
そ

こ

で

大

麻

栽

培

の

資

本

'

家
的
經
簾
織
は
勞
働
の
一
年
間
へ
の
よ
り
均
等
な
分
配
、
.生

産

物

の

拔

ヾ

.11

一
田
學
會
雑
誌
：
第
四
十
六
卷

.第

十

號

ぐ
.

'

.

'

■

:

ン
' 

:

1
.
2

ハ

.'-

.

(

八
六
ニ)

.

術
的
加
工
と
農
業
と
.

の
結
合
、
土
地
の
整
地
の
た
'
め
の
大
な
る
勞
働
量
の
.

. 

適
用
等
々
.を
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

. 

•

'

終
り
に
九
月
の
ピー

ク
は
調
整
行
程
で
あ
る
た
め
婦
人
勞
働
が
ハ
特
に 

相
對
的
過
剩
人
卩
と
し
て
.

の
幼
少
赏
年
婦
人
が
廣
巩
に
麻
挽
作
寒
に
從
事
: 

し
，
最
も
重
筋
作
業
で
あ
る
稻
作
勞
卿
の
最
盛
の
六
月
の
培
以
上
勞
カ
を 

费
や
す
こ
と
は
括
月
す
べ
き
事
柄
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
-°

•

/

第
四
表
で
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
通
り
ハ
ハ
年
間
を
通
じ
て
瓦
當
總
投
下
： 

勞
カ
は
大
麻
の
場
合
氷
稻
、
麥
類.の

三

培

以

上

に

及

ん

.
で

い
る
。
：又

全

體： 

.

に
對
す
る
大
麻
の
勞
カ
比
率
ば
第
五
表
に
液
る
と
、

三
月
を
第
一
.と
し 

八
、
九、

.
七
月
の
順
に
な
づ
て
い
る
。
併
し
な
が
ら
，三
月
は
他
が
零
の
關 

係
上
附
題
に
な
り
得
な
い
か.ら
八
、.
九
'

七

月

の
-.
i
t
重
の
大
い
さ
は
重
要.

•
な
%•
の
を
持
つ
て
い
る
。
總
括
す
れ
ば
結
合
繁
忙
期
の
終
つ
た
農
閑
期
な 

.

.る
も
の
に
な
お
四
〇
％
に
及
ぶ
勞
働
ガ
を
火
_

に
投
下
し
て
い
る
こ
と
、

.

一
、.
.
ニ
、
.三
月
を
除
き
年
間
勞
力
配
分
が
均
分
化
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
. 

ち
る 
P 

ノ

.

. 

. 

.

■

■

-

,

.

.

.

.
最
後
に
生
活
時
間
の
構
成
要
素
の
觀
點
，か
ら
分
析
し
た
場
合
、
.大

麻

栽

■• 

培
地
帶
は
水
田
單
作
地'帶
或
い
は
畑
盜
帶
と
ぞ
の.農
業
勞
働
が
如
何
に，
‘
- 

特
殊
性
か
持
ち
、
又
最
大
勞
働
時
間
と
最
少
勞
働
時
間
に
如
何
な
る
相
異 

.
が
•あるか明しよう。

：

,
. 

- 

•  

.
次

頁

第

六

表

十

ヵ

村

<0
'
..内
容
を
分
析
す
る
と
、
先
づ
西
方
、'#
尾
、
赤

，
 

渾
^K

麻
栽
培
地
帶
、
壬
生
、:-
富

山

が

.
畑

作

地

帶

、
寒
川
、
藤
岡
、
豐

田
' 

が
揉
耻
帶
に
な
つ
て
い
る0
第
一
に
季
間
的.に
此
等
地
帶
の
男
女
別
農.

業
勞
働
^

間
を
考
察
す
れ
ば
、
農
繁
期
i

結
合
繁
忙
期
の
場
合
最
高
勞
働

.

, 

-.
 

.

.

.

.

. 

«
 

-
 

-大
麻
經
濟
に
於
け
る
勞
働
カ
の
存
在
形
態

.

:• 

.

;
,
時
間
ば
：男
女
共
、：
.赤
潘
村
に
集
中
化
さ
れ
て
居
り
、

;'
^

丨
十
，三
•
三
時
間
，

.

女
I
 

ー
ニ
ニ6-

.-
間
で
ぁ
る
が
豐
田
村
が
此
れ
に
次
ぎ
最
低
は
藤
岡
の
順

.

. 

位
に̂

る'

:.
'

/

V

 

.

.

.

」

'

次
に
'農
閑
期
の
最
高
は
等
尾
の
與|
九
*.四
時
間
。
次
に
赤
津
の
男
！

■

七

I
九
峙
,

女
予
の
，曝
合
は
富5
村
の
：七
時
間
が
典
型
的
例
を
な
す。

. 

.普
通
の
昜
合
に
於
い
て
も
券1
3
£
の
男
1
九
時
間
、
女
！

f

は
壬
坐
の
八
•
一'

.
時
間
。
 

,

.

'

-

.
然
し
な
が
ら
三
期
を
と
っ
て
馬
て
も
大
麻
栽
培
地
帶
は
男
女
共
八
時
間 

勞
働
を
上
囘
り
、.結
合
繁
忙
期
は
平
均
十
時
間
、
赤
律
村
の
如
き
は
十
ヨ 

時
間
を
超
過
し
re
い
る
も
の
が
知
る
。
そ
れに
對
し
て
單
作
地
帶
の
勞
働 

\
時
間
の
務
差
，は
著
し
い
も
の
ザ
あ
る
0 

、
 

： 
_

.

.

.

第

七

表

を

第

」

，
ハ
表.を

纛

a
j

し
て
分
析
し
た
場
合
は
如
何
な
る
繁
が 

.

得
ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
.か
、
要
約
す
る
と
.次
の
よ
ぅ
に 
一

K

え
得

る

.0

•

(

，最
大
の
順
位

' 

西
方
、
赤
津
、
皆
川

(

十
七•

五
時
間

)

• 

I
 2

辰
繁
期I.

雜
沙
の
ぅ
ル
赤
渾
、
大
宮
、
寺
尾
ハ
十
一
か
十
時
間

)

:

(

最
大
の
順
位

.

.
H

i

、
西
方
ハ
男
女
ズ
士
一
一
か

.
][
農

閑

期

沙

の

ぅ

抓
.赤
津(

男)
(

八
時
間
、.女
は
大
差
な
し)

‘

「

最
大
の
順
位
西
方C

男>
(

十
四
時
間)

I

普
■
通1

撮

談

% 5
|

西

方(

男

き

S

かi

ハ
時
間
：

K

 

■.

■
■. 

V
此
の
分
析
の
緒
果
明
ら
.か
な
こ
と
は
大
瞒
栽
培
地
帶
は
最
大
の
勞
働
時 

.

.間

.C

最
高
十
七
.
，五

時

間

)

を
取
り
、
.，.相
對
的
に
他
の
生
活
時
間
特
に
腿

-」

：

，
.

ー，〇

七

(

八
六
三
.

)
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m ' m  15m-

上 5 /  12,000111 

中ダメ 10,400圆 

下 2， 2,000圓 

24,400圓

麻稃 8 0 / 90Q圆 

根葉 3 0 /  300®] 

麻垢 5 /  50011! 

1，700圓

支 出
. ' • . • r

種夺代

■ . . ■ 
m 料代 勞賃

畜 力  
材料費

公課
靜料

農具
七パ

農舍
- t

.土地
資本
利子、

檢资
料 計

損 益  
金 額

4 许 堆 IB 男29人 馬2 日數 1 /當 益:

( 1 升
(200/)
鯧 粕 女41人 繩 . . 1如日 1圓

110 圓) (16，）
大 豆 粕  

(10パ） 
硫 安  

( 3 , )  
人 瀵 尿  

(1 0 /) 
過燐酸石 
灰(45 /)  
萆 木 灰

薪

:

’ ；

〔6力月)

4 ぃ

(10 /)
’ _ 錢 圓錢. 圓錢 圓 圖 圓 圓 圓 圓 圓

7,010.28 8,450 760 430 240 120 25 16 17ュ60.28 8,989.72

問 屋 作 製 統 計 ，. 1 

I 水田襄作物收支計算比較（反當）

m

和

十
五
年

大

麻

;

賃
を
無
制
限
に
投
下
し
て
そ
れ
を
評
憤
し
な
. 

い
半
封
建
的
農
業
勞
働
の
集
中
的
表
現
を
赵
. 

る
も
の
で
あ
る
。

_

次
に
昭
和
ニ
十
五
|
度
の
次
頁
の
デ
ー
タ 

を
檢
射
す
る
ど
、
反
當
糈
麻
收
人
の
內
容
主
. 

.•

.副
生
產
物
の
ぅ
ち
主
生
產
物
收
入
は
全
收
入 

中
九
十
.三
.涔
を
占
め
匪
倒
的
な
地
位
を
得
て

い
る
4 

.. 

. 

_

.他
方
支
出
の
方
は
勞
賃
費
支
®

合

四

十'
 

九
涔
、
勞
働
手
段
投
下
費
六.
*五
^

、
.
努

働 

.對
象
費
四
十
三
^
と
な
る
。
此
れ
を
前
表
と. 

.比
較
す
る
と
第
一
に
勞
働
力
の
投
下
费
割
合 

が
滅
少
し
、
勞
働
對
象
費
の#
合
か
相
装

 ̂

.に
異
常
に
增
加
し
て-1
'
る
點
が
極
め
て
特
徵 

:■
的
で
あ
る
。

.

勿
論
後
港
の
統
計
を
單
に
前
表
と
機
械
的
'

■.
に
比
較
す
る
こ.と
は
大
し
て
重
要
な
意
義
を.
 

も
た
な
い
於
後
者
の
内
容
の
質
的
把
握
こ
そ 

重
要
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
勞
働
力
の
費
目 

■
割
合
遞
滅
は
勞
働
力
投
下
の
量
的
減
少
を
全 

.
然
寘
味
せ
ず
む
し
ろ
勞
働
强
化I
收
_
度
强 

,■
■
■度
化
を
示
す̂

の
で
あ
り
' 
叉
他
方
勞
働
對 

象
の
費
目
割
合
增
加
は
主
と
し
て
無
機
質
化

大
麻
經
濟

.に
於
.け
る
勞
働
力
の
：存

在

形

態

.. 

■■
.:
 
,

.

:

.

:

ム

こ

：

.(

八
六
七)

P 9

•五
升

.男

1
K
A . 

.女
允
码
人

ノ
 

.
一

升
o o  o

J \ B m

備考

五 m

圓

五

價

額

備
考

‘4.

栃木縣上都賀郡南押原村 
.ェ藝農作物耕種要糨（上）p . 142

栽培收寒計算C反當昭和五一七年三力年平均)

八 副 產 物 主 產 物
P ■ ■ 一 , _ 、 卢 - — A  ■抑ぐ

麻 干 屑 麻 同 同 精  
麻 ' . • 麻 . 

极 g 下 中 上  m. '傲 ’ 等 等 ..等 ’ .
# 垢 葉 5 稗 品 品 品

種

Q  O  O  C ?  ニ ー

i  i  §  6  \ e

戳

風ML
. 一 

- s -

o  o  o  o  一  巨貝 
O  O  I S  O  ▲  圆 
8  in 8  S  1- 8  ^

單

f f l

s
o

fa

MO
... 

+ 
!

,
_

 

j 
- 

1-110

丨
.

o
.酏

.
.
括0

•
細

價

額

, ' - 備
考

¥

..
■

.技

：
費
..

¥

-'

::
料

--
;

.̂0. 

勞

.

.

.'■
:

:
萆

，一

::

材
料
費
及
女
男
費
.；

公
，
m

諸
：'.
'
掛 

農

真

、

費 

農

'

舍

费
 

，
土
地
資
本
利
子 

.

合

,

:
fl

㈡ i

HI
ノ
部
.

種

數

.
量

單

位

S
差
引
損
：
ニ
ー.六
：，
九
六
；

C

八
六
六)

ノ 

1  

ー
0

0:.
收
人
ノ
部

：
.'
 

:

•“
：

:
■
:

三
田
學
會
雑
誌V
.
第
四
十
六
卷
：
第
十
號；

•

,

■

眠
降
間
を
限
少
ざ
せ
て
い
る
こ
と
は
旣
定
の
事
實
で
あ
る
。
.-

.

そ
し
て
逆
に
最
沙
塒
間
の
う
ち
大
な
る
勞
働
時
間
を
投
下
し
て
い
る
の 

.

も
又
大
麻
栽
培
地
帶
で
あ
る
こ
と
：が
明
ま
で
あ
.る
以
上
、
男
女0
勞
働
が 

4

迄
指
摘
し
弋
い
る
通
り
、，，
.常
に
卒
均
化
の
傾
向‘を
も
ち
、
軍
作
地
帶
の 

.

.

如
く
著
し
い
變
化
が
な

v

併

も

過

重

：
で

，あ

る

■
こ

と

が

特

徽

的

と

一

坪

え

る

で 

,

.

あ
ろ
う
0.
:
:
:

、

'.
,:

':
•
:

,
問
題
.の
視

角

を

大

獻

農

業

の

，
收

茭

構

成

の

中

に

於

け

る

勞

働

カ

の

：
價

袼

.. 

'の
謹
を
檢
討
す
る
こ
と
に
向
け
る
と
次̂
よ
う
に
昭
和
五^

1
七
：年

三
'̂
:
. 

つ
：
ヵ

.¥
平
均
の
も
の
と
昭
和
ニ-|
-
*35
:
,年
^
ア
ー
タ
'が
生
.耍
'̂
も
の
'と
な
る
。 

.

.そ
こ
で
昭
和
五
坪1
七
年
一
一
一
：
力

年

平

均

の

，
も

の

特

に

.
1
_
.
の
場
合
を
と
.. 

づ
て
飪
る
と
、
.
收
入
に
於
い
て
は
生
產
物
の
外
に
麻
稈
や
暦
麻
等
に
依
る

■
. 

副
産
物
收
'入
が
內
包
さ
れ.て
居
り
、.總
攸
入
中
八
十
^
を
占
め
る.̂
か
は 

上
物
收
入
で
あ
り
、
他
の
副
産
物
收
入
は
わ
ず
か
十
一
知
に
し
'か
過
ぎ
な

交
出
搆
成
の
內_
を
勞
働
力
、
勞
働
手
段
、：
勞
働
對
氣
に
1
1芬

割
1 '
:
.れ

' 

;

ば

、
，
ー

ー

十

四

頁

の

表

に

ょ

.っ

て

理

解

せ

ら

れ

る

通

り

勞

働

カ

投

下

費

割

合
 

■

.

.五
十
五
^
、
勞
働
手
段
叶
 
一
^
V
.
勞
働
對
豫
十
八
多
.ぞ
か
他
と
い
う
比
率 

に
な

り

、

. ?
■

、

^

0

と

も
勞
働
カ
投
下
費
割
合
は
大
麻
生
^

' #

の
う
ち 

平
數
乃
至
そ
れ
以
上
を
占
め
て
居
り
、

：

特
に
精
麻
の
場
ム
募
働
力
の
內
部 

遷

の

う

ぢ
.婦
人
努
働
と
し
て
の
由
手
間

」

.

.が
金
支
出
2 .l

i
a

l

を
.

. 

:小
し
て
い
る
こ
と
は
大
麻
栽
培
の
支
出
構
成
の
特
殊
な
點
と
笨
つ
で
さ
し 

つ
か
え
な
い。
.

...  

.

.
：;:
:

.
:■
一
 

.

併
も
收
度
計
算
が
赤
字
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
經
督
が
存
續
す
る
所
に

'勞
：

f

r

'■ s.：

;l

. :j

.f:

；U

i;
i
i

i

i

(

号

I

I
|

項■|
I

f

j
：|

I

I

I

i

i

1
5



め 其 何 ’下 上
る 他 姿 內 寺 都 北 南 加 東 都

平t 川郡尾l g 摩 蘇 蠲  

均 含 村 村 村 村 村 村

1
.

1
1 - 

I 

一一一九
 

6

l
l

i

 

目
.

8
 

■ 

S?
•七
三

養

Q

1

芎H
0

.

圓

1
0八
.四
？

s

o

ー
達
<
五

J

1

.

1

一突

•
四
九 .

圓
I

I
S

O
,

一
零10L

l

f

o.i

I

s

 

一

I
5
n

I

s九
-

圓
’

.

圓 

1八
亍
8

孽

1
3

-—
■

■ i
.

s

一IS
O

 

1

零

00

九
S
八

ー8

’登
| 

'究

1

_
1ー
五»-
1
0

雙

四

l

l
o
s
一
 0

九
.

B

究

塵s

m

寧

§
S

:1
一
六
：
泡
 

5

A

0
 

I
:
?

題

三
.
^
學
會
雜
肆
へ
第
四
ホ
六
卷'-
;
第
屮
_

學
肥
料
投
下
に
依
つ..；て

檐

わ

れ

て

居

り

、

.肥
料
の
み
で
全
支-̂
2'
1ー
十
八 

知

も

沾

：め

て

い

る

こ

と

ば

，、
大

麻

經

濟

‘が
，一
方
に
於
け
る
勞
働
カ
の
封
建 

的
收
奪
と
他
方
に
於
け
る
獨
占
資
本

9

壓
力
と
い
'ぅ
一
ー
：
重

の
'壓
カ
の
卞
に
. 

遂
行
さ
れ
て
い
る
を
明
確
に
示
す
も
の
に
外
众
5.
な
い
。.

:

.ち
な
み
に
同
じ
商
品
作
物
と
し
て
の
煙
草
作
物
と
比
較
し
た
場
合
そ
の 

劣
惡
が
明
瞭
に
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。

一

 

.

作

物

村

大

麻

收
.
入

支

..出

I

皮

蘇

收

入

|

支

出

--
差
引

.

•

五

生

產

諸

形

態
'

.
旣
述
の
ょ
ぅ
に
大
麻
の
栽
培
生
產
過
程
下
の
勞
働
カ
の
過
重
と
、
自

「

し
'
.

.の
勞
働
カ
再
生
產
を
も
不
可
能
に
す
る
よ
う
な
剩
餘
勞
働
.の
增
大
に
よ
っ

.
,

,

了
5

.

.

(

八
.六
八)

' 

..

:
て
、勝
成
さ
れM

產
物
は：

取
引
機
構
を
通
し.て
間
屋
.に
‘集
中
ざ
れ
る
。.取
..

:

.
引
組
織
ば
普
通
三■つ
の

形

態

が

ぢ

る

が

第

三

形

態

を

_

い

た

も

め

が

普

遍

: '
:
:的
で
'$
>
る
.
0
.
.;
,
:.

-

-

. 

- 

:
.

■

.'
'
^
.
.
生

馨

仲

罠

人

文

小

業

者)

1
問

屋

.-
-

;

'

..

;-
'

(B
)
.

生
產
者
4

農
業
協
同
組
合—

問

屋

.

:

(c
)

生

：
讓

-
>
問

屋

''
-

'.
.

.

中
心
的
な
も
の
■は
第
一
.；形
態

で

あ.り
、
生
產
地
問
屋
は
普
通
仲
賈
ど
專 

賢
仲
買
を
用
い
て
原
料
の
集
荷
に
あ
た
る
。
前
渚
ル
多
く
C>
-
問
屋
を
相
手 

.と

.す
る
相
對
的
.に
自
由
な
立
場(

富
農
層
.と
の
兼
營)

に
あ
る
が
後
者
は 

■
問
屋
と
身
分
的
恩
顧
關
係
を
有
す
る
番
頭
的
性
格
を
有
す
る
-'
o

.

- .
併
し
問
題
に
.な
る
重
要
な
も
の
は
小
業
者

(

所
謂
地
繩
屋
V

の
存
在
で 

.

あ
る
。
小
業
者
は
大
部
分
富
農
で
あ
る
上
に
原
料
を
貿
取
り
問
屋
に
納
入 

':

す
る
仲
賈
的
役
割
を
は
た
す
の
み
で
な
く
、
原
，料
を
製
品
化
し
て
直
接
關

. 

:  

'西
の
消
廣
地
問
屋
と
取9|
す
る
生
產
地
問
屋
の
役
割
も
は
た
し
て
い
る
。

一
同
時
に
第
二
次
大
戰
後
の
農
地
改
幕
と
そ
れ
に
結
合
す
る
生
產
地
問
屋
層 

の
經
濟
的
弱
化
に
士
も
な
い
小
業
苕
が
生
產
地
問
屋
の
役
割
を
强
化
し
、

-
時
に
は
製
品
化
の
過
程
に
於
い
て
產
雨
資
本
に
轉
化
す
る
も
の
.も
現
わ
れ

.
:

J

o

' . 
■ 

-

• 

-

y 

. 

- 
' 

•
-
.
’
■
*

. 

:■ 

-■ 

•
.

.
此
等
取
引
組
織
の
中
樞
を
占
め
る
問
屋‘の
.内
部

構

成

に

は

：
如

何

な

る

も 

.
の
が
あ
る
で
あ
ろ
ぅ
か
。

一
つ
は
鹿
沼
の
棘
問
屋
に
皿
ハ
型
妳
に
現
わ
れ
て 

.

い
'る
ょ
ぅ
に
肥
料
販
賣
又.

は荒
物
業
を
兼
營
し
て
い
る
も
の
で
原
料
生
連 

■'農
民
は
肥
料
を
問
屋
か
ら
掛
賈-4
麻
代
金
を
以
て.受
拂
を
決
濟
す
る
形. 

が
あ
り
、
他
方
栃
木
の
問
屋
の
如
く
大
部
分
麻
事
業
が
多
く
、
中
に
は
鹿

沼
の
問
屋
■の

ょ

ぅ

に

：流

通

過

程

の

み

で

，
な

V

技

術

的

加

工
.過

靡

：を

.
支

配

す
 

る
問
屋
も
あ
づ
：
.た
。

ノ
ゾ：

：： v

.':v

 

ノ

..
*

.

前
者
は
小I

桑

段

階
.に
於
け
る
、
，商
業
資
本
：の
農
民
支
配
の
第
三
形
態
. 

:

で
あ
り
、
後
者
は
商
業
資
本
が
事
實
土
め
產
業
資
本
に
轉
化
し
農
民
を
し 

.
て
事
實
上
.の
i

働
者
I

家
內
勞
働
者
化
ず
る
第
五
形
態
を
な
ず
I

.で 

あ
る
こA

3

は
明
白
で
.あ
る
。「

.V

 

.
:
'  

へ
/ '

:

以
上
の
取
引
檄
構
の
槪
觀
の
後
現
段
階
に
於
け
る
生
產
諸
形
態
を
分

-w 

.
す

る

こ

：
と

が
1
5能

と

な

る

マ
.

.

.

.

.

.

:

:.
.
'

■

..
先
づ
大
麻
生
產
形
藤
の'第
一
.に
は
芯
繩
■の
生
產
形
態
を
上
げ
ね
ば
な
ら 

.ぬ
。
次
に
大
廊
の
生
產
加3:
さ
れ
た
^
爐
灰
と
最
後
.に

.
ロ

ー

プ

加

エ

が

あ
 

る
0;
此
等
の
3
1
3
9
生
產
形
燁
の
內
部
關
係
を
系
緙
化
し
、»1
能
な
限
り 

.

.圖
解
す
る
と
次
の.ょ
.ぅ
に
な
る
a 

. 

.

.

.

.

. 

.

/:

敝
繩
そ
れ
に
附
屬
す
る
下
駄
緒
の
場
合
、
芯
繩
問
屋
が
仲
.次
を
介P

て

：
 

家
：內
勞
働
者
に.原
料
を
配
箝
す
る

.も

：の
と
、
問

屋

が

廣

家

£

勞

働

渚

，
 

(

B

な
い
子)

に
原
料
を
渡
し
て
製
品
化
さ
せ
る
も
の
ど
デ
ー
遒
ヴ
あ
る

,0
.

又
別
に
製
品
化
さ.れ
た
芯
繩S

i
!

負
業
者
の
；手
を
通
し
て
花
緖
製
造
者'
 

に
渡
す
ル
I
.卜
と
問
屋
か
ら
花
緖
製
造
孝
に
配
相
す
る
場
合
が
あ 

.る
。
■■
.
/ 

一：
 

.. 

.
' 

:.

.

.

.

•

:心
繩
の
塲
を

#
^

を
^

し
た
^

g
^
-i
5

.^
の̂

^
は
農
家
の
と
へ 

し
て
營
缸
ま
れ
て
い'る
';
%
-
の
セ
奠
犬
な
貧
農
の.農
閑
期
の
；8
|
|
に
外
だ
ら 

ん

い

。
:1
1
:
接
配
布
の
場
合
ぼ
主
と.^
て
離
市
下
夏
社
倉
の
內
職
に
§

す 

る
も
の
が
多
く
、
集
中
化.さ
れ
.た
マ
.1!

十
プ
ァ
■ク
チ
.ァ
と
し
て
醫
な
ま
れ' 
.
 

.て
い
る
ょ
り
矾
立
分
散
的
な
自
宅'勞

働

に

ょ

ジ

も

の

が

，
鼦

倒

的

.に
多
い
。
'

• 
'
大
麻
經
濟
に
於
け
る
勞
慟
力
の
存
在
形
態

:

勿
論
な
い
子
を
集
中
し
た
形
は
歴
史
的
に
雑
新
期
に
見
ら
れ
‘る
が
多
く
は 

•
解

體

-̂
:
て
殘
存
冲
る
も
の
は
少
い
。.家
內

勞

働

者(

S
な
い
.子)

o;
〇
繩 

一

■•
加
エ
エ
程
は
普
通
次
の
六
段
階
に
分
割
さ
れ
る
。

 

,

:

,
.(1
.'
硫
黄
燻
工
程
'
.
へ
(]
[
\

种
量
及
切
斷
工
程.
-
,

. 

• 

•

■

( V
:-
,
,
撚
方
'HP
.
:
.
 

.( >
1

、'
仕
上
工
程,
'

;

パ

. 

‘

_ 

:此
等
め
_エ
程
は
家
族
內
部
の
協
業
、.時
に
ょ
る
'と
同
1.
地

域

內

で

分

業

に
基
く
協
業
を
展
開 

'.す

る

.

.
こ

と

も

あ

る

が 

前
者
が
支
配
的
で
あ 

..る
。
' 

.

.' 

■

.

.
次

の

徵

爐

灰

の

生
 

產

形

態

は

現

在

か

つ

、
，
， 

て
の
狀
態
と
著
し
く 

異
つ
た
形
を
と
つ
て 

い
る
。
左
圖
の
や
ぅ' 

にー

線
は
.

I

部
分
原 

料
生
.塵
者
‘が
副
業
と. 

し
て
懷
爐
灰
の
技
術 

的
加M

を
な
し
、
此 

れ
を
問
®-
に
賣
り
、
：
 

間
屋
は
此
の
原
料
を-' 

細
長
い
紙
袋
中
に
詰

5
1'
: 

C

A六
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備蘧數

工場數櫸
昭和23年昭和26牟

エペ ' . 場 . ' 数 : 23 12

製綱機スピンナー 478台 403台

ス ト ラ ン タ : 一 126 52

/T  ロ ■、リ サ  * — 64 26

そ の 他 53 V 47

普 （機 械 ） 721 528

備考粝木縣商工耍覽 1952 ^  «

H
S :
取
會
雜
誌
ゾ
第
西
十
六
卷

：

".第
十
號

.一

西

:;(

八
乇
0)

：

.
へ

以
；前
^ :
加
.0 :
販
^

0
 

I

I
、
！

，
現

在

の
M

X .
販

壳

.
図

懷 爐 灰 製 逢 過 程

. r M m 、

i

. _ '. i し. . ' へ'，

I 仲 7 C

L ザ， ， マ

す f 、•'う 

；；: 卜',

-；,V- 1

生 r章 者 .

::

め
，4
_

呤
包
裝
を 

し
、
o

」

?'
-
ル
.令

張

.:
: 

ク
て
販
寶
し
：

-U

の
.でv

へ 

あ
る
.が
现
在
は
.
V
.
線

'
. 

み
土
う
に
仲
賣
が
麻
：

:

程

：を.歐
屋
ハ
と
契
約:'

.- 

广
じ
、
.：
一
問
屋
は
近
代
マ 

.■.

ニ：.ュ '.に
寶
減
す
形
態“ 

'..が
主
.耍

^-
.4-
.の
.と

. ̂

づ
た
0
?.此
の
圖
解
ば：

' 

.ー-4
;
迄
の
間
屋
制
商
業 

資
本
が
.；そ
0
.
支

配

的
... 

.優
位
を
變
化
し
そ
の.
. 

地
位
を
產
業
資
本
に

..轉
化
し
つ
.：つ
'あ
る
こ
.と
を
示
し
.て
£
3り
、.芯
繩
<0
.場
合
.と
'比
較
し
た
時
： 

.進
似
の
著
し
い
相
異
點
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
"

,'

1
後
に
大
麻
--
<
)
:り，作
ら
れ
.る
製
.1
0
エ
檠
へ(

特
に
口
、I
プ
3:
業)
の
潘
花 

.
を

究

明

し

よ

う

::
0

機
械
制
大
X-
業

を

形

成

す

る

こ

と

が

極

.め

て

少

く

大

部

■: 

分
ば
依
^aj

し
て
i
t
.
.
―

ュ
.乃
至
は
近
代
マ
ニ
，

.

ュ
に
停
滞
し
て
いる
。
. 

併
し
な
が
ら
此
處
に
於
い
て'麻H

業
がT

方

に

近

代

マ

.
一
一
ュ
を
殘
存
せ
し 

め
な
が
ら
他
方
に
獨
在
金.業
と
し
て
の
：帝
國
製
奪
と'い
う
自
動
的
：連
續
作■

.
榮
を
營
む
機
械
制
大
業.を
生
み
出
し
.たと
い
う
事
實
こ
そ
著
目
す
べ
き
事， 

柄
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ノ

 
■

:

.ハ
•

:

'

-

'

:

.

. -

簾 用 地

一
.
'

fu
者
の
初
期
^
-
4

の
事
例
と
レ
て
は
歷
史
的
：考
察
に
も
霜
し
た
通

.
し
.り
、
：'栃
私
市
外
吹
上
棘
河
原
即
に
於
い
て
自
家
生
漦
の
精
麻
下
級
品
を
農

.
' 

.閑
期
を
利
用
し
て
口
 

I
プ
に
加
エ
し
て
い
る0 

ロ

ー

プ

の.
.^
王
と
1>
.て
細

.
物

(

直

徑

1分
五
1 1
-

及
ー
ー
分
^
は
大
麻
を
手
で
細
裂.1
>、
；
足

踏- ^
下

撚

機

.
ヾ
で
下
撚
し
，
次
祀
燃
合
機
：：パ
人'^
用)

へ
で
三
子
撚
1>
-
.ロ
1
'プ
：に
仕
上
げ
る

.
,%:
の
と
、
又
太
物
'0
:ー
分
五
厘"
四
分
五
座)

.で
ゆ
®

ち
に
手
燃
し
て
適.

,

.^
の
*

さ
の
下
撚
を
.^
り
、

#
^

で
三
子
撚
合
せ̂

丨
ブ
へ
に̂

上
げ
る
2
1

'
.家
勞
働
或
い
は
服
傭
勞
働
に
ょ
る
協
蒙
形
態
が
主
要
欢
も
め
で
あ
る

。
.
.

:

近
代
#
-
一：：’ュ
tc
あ
.っ
，
て
：
は

鹿

沼

市

栃

木

市

を

中

心

1

し
て
發
達
し
、
-
戰

•

時
中
軍
需s

：

と
し
.て
のH

.

場
と
し
て
エ
場
數:%
1
1£
1
.

を
數
.え
た
i
現
在

は
不
振
で
あ
る
。
：そ
の
設_

の
.主
な
；<?4:
め
怵
次
の
趣
.り
で
あ
る
。

.
'
ラ
.-
年

こ
.--
'

~

.

—

 

、
.

此

の

近

代

マ
-.
一
 

ユ
. 

,
. i

:

碎

一 .

2 

5 

2 

6 

7 

:

8

~

. 

.、
 

、C

、
>

.に
於
い
て
は
數
人
の

賃

勞
蝌
者
と
象
族
-^

働

.に

ょ

つ

て

運

營

さ

'
翁.設

/

_

場

1

ラ
。ッ
の
へ

*

'

板

'

，
政

府

の

上

か

ら

の

减
 

/

.

%

:•
;.

■

綱

.
ト
'.
.口
.

.

博
.
產
興
業
政
策
に
ょ 

.:、

.ェ

' 
,

H

:
き

ス

，

そ

設

：

你

り

、

S

初
期
に
機

'诚
紡
織
に
依
る
綿
紡
織
工
業
が
起
っ
た
が
、
.
‘そ
れ
と
時
期
を
同
じ
.く
し
て

製
麻H

業
が
形
成
さ
水
る.氣
運
に
對
應
せ
る
も
の
と
し.て
生
成
し
た
。
最： 

初

脚

治

七

一

一
一
年
頃
か
ら
外
國
蔸

1

.哎
糨
入
と
同
時
に
內
地
齡
麻
が
衰
退し
 

始
め
、.
轍

入

防

遏

の

必

要

上

近

江

麻

糸

紐
！！

會

跪

私

設

立
S'
れ
、
次
い
で 

明
治
一一

十
i
r
JL
月
^

は
同
じ
ぐ
北'海
道
產
犬
■

ど
亜
麻
を
申
ヤ
に
用
い
て' 

I

聽

製

麻

會

社

が
■

立
さ
れ
如
0.
晚

を

同

じ

く

し

で

產

額

、
'
品

質

に

於
 

い
て
第
--
.位
^
占
か
て
い
た
野
洲
大
麻
を
原
料
に
し
て
近
汪
麻
糸
に
做
っ 

て

'
大
製
蹴
會
社
|

下
野
麻
紡
織
會
社
：が
前
.ニ
者
の
よ
ぅ
に
絕
儒
主
義
政 

府
の
直
狻
の
保
離
政
策
：に
よ
ら
ず
主
と
し
て
安
田
新
興
頷
行
資
本
と
卞
瞰 

內
封
建
山
^
#

茧
及
エ
地
所
有
池
.主
の
抱
合
の
下
に
鹿
沼
周
邊
の
零
細
貧 

農

：
の

子

弟

を
.質

勞

働

者

と
^

て

創

出

し

つ

.つ

形

成

さ

れ

た

こ
と
は
特
徵
的： 

^ .
黯
で
あ
る
。
そ
の.
®

上
.の
H
會
社
を
中
心
：と
し
て
今
日.の
獨
占
企
業
h 

を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
獨
占
化
の
過
程
に
：あ
っ
て
生
產
手
段

. 

の
：集
積
集
中
は
勿
論
の
こ
と
、
.
勞
働
對
象
と
し
ズ
の
臉
料
は
在
來
の
大
職
. 

に
代
っ
て
外
來
亜
臃
を
北
海
道
に
移
植
す
る
ご
と
に
よ
へ
っ

V

遂
行
さ
れ
た 

こ
と
は
問
屋
制
商
桊
資
本
身
頂
點
と
す
る
在
來
產
業
の
大
麻
使
用
と
著
し 

い
ff
i

員
^

を
な
す
の
.み
^

な

く

、
、
獨

古

企

業

と

中

小

企

_

の
.對
立
1̂
を
作 

0 .
W ;
す
も
の
に
外
な.ら
.な
い
。

.
4
迄
.一
一
一
っ
、
の

大

き

な

生

產

形

態

を

分

析

し

た

が

、

ぞ

れ

等

の

衫

っ

前

期
 

ー
性
と
近
代
性
の
矛
盾
の
み
で
な
く
此
等
を
貫
徹
ず
る
窮
乏
化
の
方
尚
て
そ 

.

よ
り
：緊
要
な
こ.ど
で
.あ

為

。
"
そ

こ

で

次

節

で

は

勞

働

諸

條

件

を

よ

ザ

囊
 

的
に
究
明
し
、
白_

本
王
義
の
迤
構
遂
の
內
部
矛
屉
め1環
と
し
て
把 

'
掘
ず
る
土 
籙
と
ん
ょ
ぅ
。
',
:
:
.
, .

'■
.

-
,

;:
■
. 

.

.

•'
■•
:

六

勞

働

|

件

に

：っ

ぃ

て

：
：
■

:
_

' .
:
，

，

五
に
述
.ベ
た
生
產
諸
形
態.に
照
應
し
て
、.第」

の
問
屋
制
商
業
資
本
が 

仲
繼
人
を
介
し
ズ
腺
料
を
逝
世
家
內
勞
働
卷
に
配
布
す
る
眞
繩
生
產
の
場 

合
家
內
勞
働
考
が
都
市
下
層
社
會
の
人
々
を
除
い
た
農
村
の
冲
層
以
下
の 

■し
か
%
農
閑
期
の
時
は
そ
の
孤'立
’分
散
性
の
た
め
に
勞
働
時
間
の
著
し
い 

.
不
確
淀
性
が
犄
徵
で
あ
る。
;.
. 

.

.
捌
え
ば
平
均
五
時
間
か
ら
八
時
間
と
い
5

統
計
數
字
は
，一
應
出
さ
れ
て 

い
：る
が
、
聞
取
ヵ
調
查
に
依
れ
ば
大
部
分
十
時
間
か
ら
十
ー
一
時
間
と
い
う 

:■
'
の
：が一

般
的
で
あ
る
。
從
っ
そ
勞
賃
の
供
さ
も
又
は
な
は
仏
し
く
五
百
圓 

，か
ら
一j

千
圓
の
間
で
.あ

り

、
：
加

H

費
の
切
下
げ
ら
れ
っ
っ
あ
る
現
在
千
圓 

以
下
が
大
部
分
を
占
め
て
い
を0
?.
■
• 

:
'

-
. 

'

•

人
數
は
間
屋
に
依
っ
て
異
な
る
が
大
な
.る

^

の

は

一

一

百

人

も

居

リ

少

い 

も
の
で
.は
六
人
と
い
う
數
字
が
あ
げ
ら
れ
て
，い
.る
。.

平
均
‘西

人

.
と

い

う
そ 

の
人
々
.の
內
容
.は

# '
種
多
様
で
前
述
の
.よ
う
に
農
村
の
貧
農
を
中
心
に
都 

市
の
場
合
未
亡
人
、
老
人
、
兒
童
が
っ
ま
'0
相
對
的
過
剩
人
ロ
め
：最
下
曆 

-'が
樞
軸
を
.な
す
。

-''
.
/ 

:

.

•

.

第
-*
£

懷

爐

灰

袋

張

り

：は

懷

爐

灰

近

代

々

.
ニ

 

r.
ュ
1C
結
合
し
だ
ぢ
の
で
問 

,
屋
制
商
業
資
本
亦
，マ.
 
一

i
.

ュ
か
ら
集
中
し
た
懷
爐
灰fc
袋
を
張
る
家
內
仕
事 

で
、：

.此
0
場
合
間
厫
が
家
內
勞
働
者
に
袋
張*>
の
器
具(

ト
タ
ン
製
の
棒

)  

を
貸
與
す
;'
^
だ
け
で
な
く
、
原
料
曼
材
で
あ
る
袋
紙
糊
粉
を
も
直
接
分
配 

す
る
。
賃
金
，..の
商
か
ら
_分
析
す
_る
..と
最
高
.ー'
1

圓̂
、
最
低
.'a
圓
で
..あ
.り
、
大 

.瞪
二
.
ヵ
.圩
五
苒
圓
か.ら
六
西
圓
と
.い
う
水
準
を
上
下
し
て
い
：る
.。

:
.1  

I  

^

.

.

(

八
..七

~-
V

大
麻

濟
it ..

於 
け 
あ： 
勞: 
働- 
ブJ 
0  

tf
a：
形
態



楗 別 加工數量. M 格 勞働者數'
■* . . ,

床づパな

m

漁 綱 丨 糸 :

荷繩ロユナ 

其 9 他

• • V 賞 
19,600

215,600

2,800

69.000

12.000

[P|
25.480.000

426.200.000 

'5,600,000

34.650.000

216.600.000

名
5.000

50,000

300

6G0

2.000

番_ 賃金額

: 圓
：V 1 600

*2 650

3 600

4 1,000

6 1,000

6 2B0

7 ' 800

’' 8 600

9 650

10 300

番譃 人 數

1
人

4

2 4

3

4 4

6 3

6 . . 4

7 S
8 13

9 7

10 ::パ':3

的
に
は
十
時
間
以
上
や
つ
て
居
り
、
.'麻
捲
エ
一
、
六
三
〇
圓
、
ク
ロ
サI 

H

三

、

九

五

〇

圓

で

あ

る

が

大

體

ー

一

、

0

0
〇
圓
で
あ
り
大
麻
の
農
業
勞 

.働
の
可
劣
さ
が
直
接
反
映
す
る。

■

，
帝
國
製
寐
の
方
は
、
'紡
織H

業
の
.L

艰
水
P

に
比
例
し
て
い
る
が
、
'
要
は 

近
世
家
內
勞
慟
、
‘
近
代
マ
土
ュ
や
機
械
制
大

B

業
の
全
勞
働
力
の
.諸
諸
條 

劣
悪
さ
は
そ
の
勞
働
カ
の
給
源
多
.く
を
大
赚
栽
培
地
域
に
依
存
し
て
い
る 

こ
と
か
ら
來
る
も
の.で
あ
り
、
.
81
期
^

商

業

資

本

と

身

分

的

！
^
^
關

係

を 

結
ぶ
..ば
か
、り
で
な
く
獨
占
企
業
の
場
合
も
依
然
と
し
て
厚
生
的
勞

(f
關
係

' 

.が

貧

徹

し

、
.
大

部

分

の

大

麻

栽
 

.
_
培
地
出
身
の
女
子
勞
働
者
は
寄 

.宿
制
度
に
結
合
さ
れ
て
い
る
。

■
:

.

以
上
の
勞
働
諸
條
件
の
劣
悪 

g

 

'を
加
X

數
歡
と
價
格
の
點
か
ら 

i p
分
析
す
る
と
、
次
頁
の
表
か
ら.
 

-I
S
'

明

ら

か

.
な

ょ

ぅ

に

兩

者

と

眞

繩
 

1

,'.

が
第1

、：

第
二
.に
ロ
1
ブ
で
あ 

.
1

:

り
、
人
數
の
點
で
は
眞
腿
扒
壓 

哦
倒
的
に
多
く
次
に
床
づ
な
に
な 

6 ¥
つ
て
い
.る
。

.

,

:和

：
顯

は

眞

繩

が
13
丨
プ
：に
比 

■昭
大麻の加工數友勞働者數

出備考

し
て
一
〇
〇
倍
に
及
ぶ
人
員
を
、 

投
下
し
、

一
ニ
倍
强
の
價
格
額 

し
か
得
て
い
な
い
こ
と
が
利
潤

.

v

^

w

^

oo
BO
00
OO
I
1
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0 0
!

:內

查

，
'

他

方

勞

働

.

.
賃

ゲ
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.

r

v
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.
f
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：
：
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.
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-
r
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.
.-.
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'隙

:態
の
ょ
ぅ
.に
：.

'
六
時
間
丨>
八
晞
間
、
# ,
い
場
合
は
十
二
、-.1

一
時
間
で
：あ
る
が
前
者
と
異
る 

'
:
所
ば
全
部
都
市
下
層
社
會
の
家
妁
勞
働
者
に
依
存
す
石
點
で

.あ
る
"

.

. 

又
問
屋
層
に
從
燭
す
る
家
內
勞
働
奢
の
數
も
極
め
て
限
定
さ
れ
た
龙
の
：
 

で

あ

り

、
，
次

の

通

^
■，
で
あ
る
。
：
.

.

:: 

.

,

.-
#

4

.

4
 

3
.
4 

3
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:
4

:

313
,
.
7
3
:
'
|
_

ノ
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代
1
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8

.
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V
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考
' 

;
條

件

•
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吟

味
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:
番
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1

1

1
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■ 

-

'
'
.
.隙

::
ヒ

す

る

と
 

M
.ド

._

丨
。フ
製
造
所
で
は
九
時
吼
勞
働
で
二
十
ニ
、
三
歲
.の

女

子

勞

働

者

：か

一

.
力 

‘

月

ニ.、：.
七

五
0

圓
か
.：
ら

三

、0
〇
〇
圓
の
低
(«
金
で
あ
り
、
汶
观
作
肿
ぱ.- 

.

.八
時
間
發
働
の
方.に

三

時

間

か

四

時

間

の

：
早

出

？

屢

ヶ

を

や

り

製

«

ニ

： 

•

の
場
4
ロ
三
、
：
0 :
〇
0
圓
か
.ら
三
、
.'
/\
九
四
圓
で
^
り
、
仕
上H

は
一一一
、
o' 

〇
0
圓
が
ち
三
、:.
'七
0

0
圓

で

あ

：る
';
°.
交

齡

綱

所

の

、
場

霧

練

エ

の

必
 

.

要

上

前

一

1

浚
と
比
較
^
得

な

い

：
■が
、./そ
れ
.で
も
九
時
間
勞
屬
の
上.

T

力
月■  

五M

時
間
の
殘
業
を
や
り
、
酸
歡1
4五
、
'0
七
0

圓
、'
製

綱

エ

七''
三

九 

.六
圓
に
し
か
過I
.

い

。,'
,
同

じ

製

網

所

で

も

大

麻

栽

培

地

の

中

心

に

あ

る
 

:

場
合
は
勞
1

件
は
遲
だ
劣
惡
で
表
面
上
は
九
時
間
勞
働
で
あ
る
が
實
際

• 

' 

. 

' 

.
.
.

 

5 

» 

■

'

1

六

(

八
七
二)

三
.田
學
會
雜
誌
、
第
四.十
六
卷
：
第
十
號

.

.

0
少
額
を
家
內
勞_
諸
1

の
艰
下
を
も
つ
で
ぉ
％/な

吹

せ

.
る

原

動

カ

が

存
し
て
い
る
こ.と
を
明
修
匕
塑
2
つ
.て
い
る
も
の
に
な
ら
な
，い
？

..

-

.
 

..
 

.

.

^
 

.
,r 

.

V 

'封
建
I

を
殘
存
せ
し
め
つ
：：つ
大

i

の
栽
培g

p

を

資

本

が

ど

ら

べ

て

- 

商
業
的
農
業
を
展
開
さ
せ
、
此..の
規
定
の
上
に
廣̂

な
近
-1
1
|
:家
內
勞
働
_、-:
'

’
近
.代
マ

-
キ
を
花
咲
か
せ
で
居
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
段
階
に
於
い
て
危

.

.
:'
機
の
深
化
が
進
行
し
て
い
る
の.は
何
故
で
あ
る
が
、I

節
に
指
摘
し
た
通 

‘
り
從
i

濟
下
.吖
®

占
資
本
と
の
關
連
の
考
察
を
拔
き
：に
し
て
ば
分
析
し 

.得
な
い
。

：

丨 

V

.

何
傲
な
ら
危
機
の
菽
本
的
耍
因
は
作
付
制
限
制
度
と
い
ぅ
制
度
が
戰
後
：：
 

か
ら
依
然
と
し
て
存
續
し
た
.こ
と
に
あ
る
.0

此

れ

に

對

し

：て
，
栽

培

農

民

.は 

-

:
矛
盾
の
消
極
的
レ
デ
ス
タ
ン
：ス
の
^

M
と
し
て
■

「

繩
の
び
.

」

丨_
^
闇
栽
培
'

.

~*
~
を
行
い
、.
結
果
'と
し
て
價
格
變
励
が
激
化
し
て
い
る
と
い
ぅ
所
に
あ
.. 

る
。
.従
つ
て
價
格
の
急
激
な
低
下
は

「

賈
叩
きj

.

と
い
ぅ
成
果
を
零
細
栽- 

培
農
民
に
興
ぇ
、.價
格
の
高
騰
は
富
裕
栽
培
農
民
以
外
字
'持
ち
皆
無
の
狀/ 

態
に
し
ャ
し
ま
ぅ0
: 

. :
■

.

*:
•
: 

. •

• 

'他
方
原
料
め
騰
落
の.领
化
は
、
：過
去
に
於
い
で
生
產
地
問
屋
の
は
た
し
：

1
.た
金
.融
的

艰割
：一

高

利

貸

資

本

と

結

合
I

の
弱
化
し
だ
親
在
、

「

そ
.れ
，. 

に
拍
し
や
を
加
克^
屋

^
の
み
な
ら
ず
中
小
經
營
主
：の
資
金
缺
芝
を
增
大 

さ
せ
る
で

'あ

ろ

.5
0
'か
く
て
か
つ
て
の
間
屋
制
商
業
資
本
も
消
費
地
调
嵐 

の
仲
質
化
^
て
字
數
料
の
.み
め
收
入
か
、
由
小
經
營
の
場
合
銀
行
資
本
に 

-

剩
餘
價
値
の
大
部
分
を
吸
收
さ
れ
單
な
る
監
督
實
金
の
み
に
止
ま
る
で
あ

:.
;
K麻
叙
^k

於
け
々
勞
働
カ
め
存
担
形
態
，

.
ろ
ぅ
。
,此
等
.一.迎
の
結
果
：必
然
的
に
家
內
勞
働
者
.の

H

賈

の

：
切

下

げ

が

普

’
，

'
遍
化
し
て
居
り
、
：又
零
細
經
瞥
の1.
長
金
が
切
下
げ
ら
れ
.

(

現
象
的
に 

.
固
定
化)

勞

働

時

間

の

，
延

長

.の

方

向•に
向
っ
て
い
る
。

ノ
此
の
'
一 
つ
.の
；
板

沐

p

原

因

以

外

に
'對

外

的

霞

輸

.入

が

ハ

マ

ニ

ラ

麻

轍
 

■
一
 

入
，の
戰
前
ベ：

の
復
活)

#

大
u

-o
つ
：
大

麻

に

代

替

へ

し

P

つ
あ
り
、
對
內 

.-
的
f
c
は
化
學H

業
.(

特
に
化
學
繊
雜
V
の
獨
占
企
業
に
そ
の
販
路
を
奪
わ 

' 

• 4

て
い
る
：と
い
ヶ
事
實
も
見
の
が
し
得
な
い
'<
?
':
.

、

.(

後
記)

':
.以
上
が
■.紙

數

.；
の

都

合

'-
1

1
^

^

稿

の

，
1

4

の
.要

約

點

•
で

あ

る

ノ 

-

が

、.
此
の
論
次
作
成
の

.途
上
多
く
の
人
：々
の
援
助
特
に
舉
生
諸
君
の

.

.

へ
献
身
的
努
办
に

：

ょ
る
も
.の
，
で

あ

み

と

と

：
を

附

記

し

て

.置
く
。

.

:

同
時
に
優
應
義
塾
學
事
振
興
資
金
昭
和

一

ー.十
セ
年
：度
前
半
期
に
ょ 

.

.マ
た
研
兹
の
ー
端
で
あ
ん
？
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